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本報告の目的は、Asian Ethnology発足の
2008年から 2011年までの、3年間の進行
と発展を明確にすることに加えて、Asian 
Ethnologyの将来の発展に向けた課題を論じ
ることである。 

Asian Ethnologyの人的ネットワークの拡大

Asian Ethnologyの今後の発展を進めるよ
うに、ジャーナルに貢献できる学外と学内
の人的ネットワークを拡大する必要がある。
Asian Ethnologyというタイトルの発足後、
国際編集委員会のメンバーが一人増加した。
光栄なことに、米国のバクネル大学の准教
授カラリン・デイヴィス先生 (Coralynn V. 
Davis; 人類学、ジェンダー学 ) が、2012年
まで委員を務めることになった。なお、ジ
ャーナルのポリシーとして、国際編集委員
会員の任期は 5年間となっているが、その
後の更新も可能である。学内の人的ネット
ワークは、ロバート・クロッカー先生（Robert 
Croker; 総合政策学部教授）、ロジェ・ヴァ
ンジラ・ムンシ先生（Roger Vanzila Munsi; 
外国語学部講師・人類学研究所第二種研究
員）とアンドレアス・リースラント先生
（Andreas Riessland; 外国語学部准教授・人
類学研究所第二種研究員）である。今後とも、
国際と国内のネットワーク、本学のネット

ワークを拡大する予定である。

国際編集委員会議

米国で行われているアジア学学会年次学
術大会において、2009年から国際編集委員
会議を行ってきた（2009年はシカゴ、2010

年はフィラデルフィア、2011年はホノルル）。
ジャーナルの方向性、査読の進め方、発音
区別符号の基準などの話題を討論している。
貴重な会議なので、これからも、毎年続け
る予定である。

特集号

Asian Ethnology は随時、テーマに基づい
た特集号を組んで出版している。アメリカ
自然史博物館に所属しているロレル・ケン
ダル先生（Laurel Kendall）特別編集長の元
で、「ベトナムにおける儀礼」をテーマとし
て、一つの特集号を 2008年に出版した。次
の 2009年に、イギリスのランカスター大
学に所属している川並宏子先生 (Kawanami 

Hiroko) とフランスにある Centre Asie du 

Sud-Est (東南アジア学術センター )のベネ
ディクト・ブラク・ドゥラ・ペリエール先
生　(Bénédicte Brac de la Perrière)の元で、「ビ
ルマにおける宗教のあり方」をテーマとし
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てもう一つ特集号を出版した。
今後の計画だが、2011年 70/2号に、アイ
オワ大学のスコット・シュネル先生を編集
長として、「儀礼と環境」に関する特集セク
ションを出版する予定である。なお、シン
ガポール国立大学のトマス・デュボワ先生
（Thomas Dubois）を編集長として、「現代に
おける中国の民俗学」をテーマとする特集
号も準備しているところである（出版 2012
年予定）。

アクセプタンス・レート（論文承諾率）

Asian Ethnologyは、ダブルブラインドの
査読プロセスを使い、アクセプタンスレー
ト（論文承諾率）は現在 25％であり、比較
的高い水準である。今後もこの水準維持が
見込まれる。

紙媒体購読数の変動とオンライン 

データベース

3年間で、紙媒体購読数の変動は多少ある
が、海外の購読数の減少傾向が見られる（図
参照）。これは、海外で紙媒体から電子媒体
への変化を示すものと考えられる。2008年
から、欧米の多くの学術機関は、コスト削
減のため、あるいは図書館の学術誌や学術
書の保管場所のため、紙媒体から電子媒体
の移行を選択している。海外の多くの大学
や教育機関の図書館は、有料のオンライン
データベースを利用し、学術誌を購読して
いる。紙媒体のジャーナルから電子媒体へ
の完全な移行は今後の課題である。2011年 2
月の、データベース管理会社 Proquestの依
頼によると、例年送付していた紙媒体のジ
ャーナルの受け入れの中止が決定し、電子
データだけを利用するということである。
アマゾン のキンドル（ブックリーダーデ

バイス）やアップルの iPadのようなコンピ
ュータは、紙の代替となりうる電子機器で
ある。これらも含めて、同様の新しい電子
媒体のデバイスは今後も増え続けていく。
ジャーナルにとって、これらの電子機器に
いかにデータ発信すべきかが課題である。

ジャーナルの効率化を進めるために

オープンジャーナルシステムを導入する
作業をすすめている。このシステムは、学
術雑誌をオンラインで管理・出版するため
のオープンソース・ソリューションである。
OJSは、編集者が操作することにより雑誌
の管理・出版をきわめて柔軟に行えるシス
テムであり、自由にダウンロードして、ロ
ーカルのWebサーバにインストールするこ
とができる。

広告

ジャーナル相互の間でジャーナルの広
告掲載を行っている（Anthropos, Moussons, 
ICTM Yearbook）。Asian  Ethnologyは、毎年、
アジア学学会における学術大会のプログラ

ムにも広告を載せている。

その他の活動

編 集 責 任 者（ ド ー マ ン ） は、Asian 
Ethnologyに関する発表を以下の日程で行な
ってきた（予定も含む）。

Date 67-1 67-2 68-1 68-2 69-1 69-2
海外 165 188 185 165 158 166
国内 102 141 136 139 116 123
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2008年 8月　オーストラリア国立大学大
学院

2009年 12月　ソウルの西江大学
2010年 7月　上智大学『モニュメンタ・ニッ
ポニカ』に関するワークショップ

2010年 8月　オーストラリア国立大学大
学院

2011年 8月　ヨーロッパ日本学学会（エ
ストニアにて開催予定）

最後に

Asian Folklore Studiesから Asian Ethnology 

への移行はスムーズに行われた。国際編集
委員会を設立してから、ジャーナルは様々
な学者、あるいは学術機関との連携を強化
してきた。 
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